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　村人たちが、寺の坊主に相談していた。
「お坊様、わしらの土地では米が育ちませぬ」
坊主は、親身になって話を聞く。
「それは、何故でしょうか？」
「潮風が、塩害を田んぼにもたらしますだ」
「そうか、米は塩害に弱いのだな」
「そうでごぜえます」
「だったら、ミカンを作るが良い」
「ミカン？」
坊主は、ジェスチャー付きで説明した。
「黄色く甘酸っぱい果実のことだ」
「塩害は大丈夫かいな？」
「塩害にも強い。むしろ塩害があるほうが甘く育つ」
「そんな変わった果実あるんだな。ぜひわしらに、ミカンの植え方を教えてくんろ」
「よろしい」
坊主は詳細に語った。

　それから、４００年の歳月が過ぎた。付加価値のあるミカンを作らないと、ミカンは売れない。現代では、それが主流となっていた。愛媛の中予では、ブランドミカン豊娘を育てている。
中予のミカン農家の橋田夫妻は、ある不安を抱えていた。妻はパンチパーマで、鼻下に大きなホクロを持つ。
「明日の大会、どうなるの？」
夫は、顔全体が毛深く熊みたいな顔をしている。
「うちの豊娘が一番に決まっとる」
「お父さん、南予や東予も美味しいミカンができたって聞くよ」
「安心せい。豊娘の香りは日本一だ」
「そうよね」
夫妻は、出品する豊娘を手拭いでせっせと磨いていた。

　愛媛県ミカン品評大会当日。司会が場を仕切り出す。会場は緊張に包まれた。
「今日、一番美味しいブランドミカンが、三つの品種から選ばれます。エントリー№１豊娘（中予）。エントリー№２美玉（南予）。エントリー№３愛夢（東予）」
「お父さんドキドキするね」
「わしらが、丹精込めて作った豊娘は負けないよ」
「いよいよ、各界のプロによる審査が始まります」
審査員の紹介がされる。
「フランス料理の重鎮、田村重蔵」
坊主頭に５０センチのアゴヒゲ。コック帽子を被る。
「ジャム工房開発責任者、馬杉咲哉」
グレー色の頭髪を、七三に分け。スーツを着ていた。
「お茶の間のグルメレポーター、伊南文隆」
幅広い顔に、低い鼻。背も高く、お腹が出ている。
「母さんたまげた、田村重蔵まできとる」
「あれま、わたしもテレビでしか見たことないわ」
「味、香り、色艶の総合力を採点します。それぞれ十点の持ち点があり、三十点満点となります」
司会が、説明を一通り終えた。
「ここで、審査に入ります。しばらくお待ちください」
田村、馬杉、伊南は、手と目でミカンの色艶をチェックする。次にミカンの皮をむくと、香りを確かめた。紙にメモを取る。
最後に口にほおばり、味を確かめた。

３０分後。
「お待たせしました。審査結果に移ります。さあ、今日の優勝はどのミカンでしょうか」
「エントリー№１豊娘。田村８点、馬杉１０点、伊南８点。合計は、２６点」
「おー」
「お父さん」
「良い点だと思う」
会場で拍手がわいた。
「エントリー№２美玉。田村９点、馬杉９点、伊南７点。合計は、２５点」
「あー」
会場で拍手がわいた。
「お父さん、勝ったよ」
「まだだ、もう一人いる」
「エントリー№３愛夢。田村１０点、馬杉１０点、伊南５点。合計は、２５点」
「あー」
会場で拍手がわいた。
「お父さん」
「勝ったよう勝った。我が娘」
橋田夫妻は、抱き合う。
「今年のミカン品評大会優勝者は、豊娘（中予）。橋田さんに、決定しました。会場の上へお越しください」
橋田夫妻は、端の階段から会場の上へ上がった。
「橋田さん、優勝おめでとうございます」
「嬉しいだ」
「今の心境をお聞かせ下さい」
「たまげたよ。こんな栄誉ある賞をいただくなんて、光栄の極みさ」
「良かったですね」
「わしらの力でなく、豊娘自身の力だ」
「来年も、美味しいミカンを待っています」
「期待しとってくだせえ」

　それから、夏を迎えた。
「橋田さん、てぇへんだ」
「どうした道原さん？」
道原さんは、橋田さんと同じミカン農家。仲良しだった。
「和歌山県が、ミカンの生産量日本一になっちまった」
「困った。伊予の人間からすりゃ、紀州なんてのは梅干しを作っておきゃいいのによ。愛媛からミカンとったら、何ものこりゃせんわ」
「どうするよ」
「中予だけの問題じゃねぇ、南予と東予にも連絡とるだ」
「愛媛全体で戦うんだな」
「あたぼうよ」
東予の農家と、南予の農家の代表が集まった。
「橋田さん、何か名案があるか？」
「わしの豊娘の苗を分ける。これを、南予と東予でも育ててくれよ。豊娘の生産量を伸ばし、全国の物産展で、お客に味を覚えてもらわにゃならん」
「良い考えだ」
「うちも賛成だ」
「時間はかかるが、必ず日本一の座を奪い返せる」

　三年後。
「橋田さん、やっただ！」
「どうした道原さん？」
「今年は愛媛県が、ミカンの生産量日本一だよ」
「そうか、そうか」
橋田は男泣きし、道原と抱き合った。南予、東予もお祭り騒ぎとなった。

月日が流れ、四月となった。
「橋田さんてぇへんだ」
「どうした道原さん？」
「アメリカが。アメリカ合衆国が、ミカンブランドのヴィーナスを開発して、日本市場に攻めてきた」
「困った。ただですらＴＰＰで関税が撤廃されて、国産との価格差が開いているのに。日本からミカンをとったら、米しか残らねぇ」
「米農家も大変だと聞くよ」
「国の保護がある分、米農家は楽だよ。ミカンの危機は、日本の危機だ」
「愛媛全体で戦うんだな」
「それだけじゃ足りねえ」
「ならどうするよ？」
「和歌山県の代表を呼んどくれ」
「たまげた！ライバルじゃよ」
「わしらの敵は、超大国アメリカだ。国内であらそっとる場合じゃないだ」
「橋田さん、早速和歌山県に連絡するよ」
「道原さん頼むよ」
愛媛県と和歌山県が手を組んで、アメリカとの戦いが幕を開けた。


完
